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中原 新太郎

今回の東日本大震災について感じたこと（改定輔弼版）
１．まえがき

　　今回、事務局の御指名にて執筆することになりましたが、時節柄、震災について取り上げたいと要望を出し、認められましたので、その趣旨にて執筆させて頂きます。そして、その中での筆者の学び、そして、ベンチャーやNPOと組織人のコラボレーションが有効であることを述べさせて頂きたいと存じます(記載している状況は執筆時4/17現在のものです)。

内容としては、まず震災と私の関わり、次に今回実施した地域SNS連携プロジェクトの概要、最後に今回学んだことについて述べさせて頂きます。

２．震災と私の関わり

　　本年3/11(金)14時46分に発生した地震は、各地に津波と共に甚大な被害をもたらしました。役所ごと職員が流され、自治体機能そのものが消滅した中、公的な支援が遅れる一方で、いち早く動いたのは、個人を前面に出したベンチャー企業やNPOでした。初期段階から、個人でありながら、一種の情報ステーションと見なされていたようで、救援の要請と、支援活動の連絡、また、その活動への支援要請が、毎日相当数が舞い込み、これらのマッチングを図ると共に、中には自ら参加した活動もあるので、その中で感じたことや、学んだことを述べていきたいと思います。敢えて「学び」としたのは、先日大学生から受けた質問「中原さんは、今回の件で何を学びましたか?」という問いに影響された面もあります。
　　阪神淡路に始まり、中越沖、能登、そして一昨年の台風9号と、主要な災害の殆どの現場で復興に関わった筆者は、関西で運営委員を務めているKANSAI＠CANフォーラムの傘下に「大阪安全・安心まちづくり支援ICT活用協議会」を「安全・安心部会」として移管させた経緯もあり、
http://www.osaka-anzen.jp/　　また「地域活性化」の視点で関わることも多いことから、いわば本邦でも「災害慣れ」した人間の範疇では?と、周囲からも認識されているようです。事実、昨年の3月には「ICT を 活用した地域の安心・安全について」というテーマで、日本生活学会　生活情報化研究会で講演を依頼されています。　http://www.s-nakahara.com/nakahara
/nr100303a.ppt　～　nr100303e.ppt　その私にしても、今回の被害は阪神淡路と一桁違うと瞬間絶句しました。まず、緊急救命モードが発生して一ヶ月経ても解消されず、恐らく最低もう一ヶ月はかかるであろう。復旧には1年半、復興には10年かかると見ています。また、税金を投入する以上、復旧も復興も断念し、地図から消滅する町や村も多数発生すると見ております。特に水害ということで、これから夏にかけて衛生上の問題発生が懸念されます。
　　今回の大企業の動きはどうであったか?まず支援表明は発生数日内に出揃っています。横並び体質の良い意味での発揮だったかもしれません。但し、残念なことに、その全額が被災者の手元に届く見通しが当分ありません。何故なら、支援金は赤い羽根の中央共同募金会と日本赤十字に集約されましたが、被害の集計が済んでいないために、支給のための委員会すら発足していない状態です。
背景

・職員/庁舎が被災、自治体機能低下/消滅→被害/必要な物資の把握困難

・個社/業界団体は既に日本赤十字/中央共同募金会に寄付→資金が動いていない
・個社/業界団体は特定地域のみを優遇できず→どこに救援を求めてよいのかわからない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　個人やNPOへの依存比率の拡大(活躍の余地)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋中原という災害慣れした情報交差点の存在
３．地域SNS連携プロジェクトの概要
・リクエストも地域SNS、応えたのも地域SNSという民-民プロジェクト

・20の地域SNSが参加、夫々が物資を集め、リレー形式の「村継ぎ」で搬送

・村継ぎ：物資と共に「応援メッセージ」と「想い」をたすきにしたリレー

・第一回：山武市への古タオル発送

・第二回：モリオネット発「学び応援プロジェクト」 盛岡に発送(児童に学用品とランドセルを)

注)地域SNSとは?mixiの小型版、全国で500以上存在している。3種類のオープンソースを

   使用し、その系列毎に頻繁に情報交換をしている。また、半年毎に全国フォーラムを開催

   し、運営上の課題や組織の活性化を通じた地域振興等について活発な議論が交わされて

   いる。運営の主体は自治体、私企業、NPO等様々。自治体から運営委託している場合も

   ある。

   被災地への応援実績も既に有している(2009年の台風9号で佐用に洪水の後始末のための

   古タオル２万本を3日間で送付)。上下関係よりも緩やかな連携を重視していることと、実名
   での招待登録で匿名性は薄いことも大きな特徴。規模は会員100名前後から数千名まで

   様々、カバーする地域も町や村から県単位まで様々。

[image: image1]
上記地図は参加した２０団体の配置表です。メルマガでは読めないと思いますので、以下に一覧を示します。

ひょこむ（兵庫県域地域ＳＮＳ・兵庫県）
おのみっち（尾道地域ＳＮＳ・広島県）
Ｅ－宍粟（しそう地域ＳＮＳ・兵庫県）
さよっち（佐用地域ＳＮＳ・兵庫県）
さんでぃ（三田地域ＳＮＳ・兵庫県）
いたまちＳＮＳ（伊丹高校地域ＳＮＳ・兵庫県）
お茶っ人（宇治山城地域ＳＮＳ・京都府）
ｅじゃん掛川（掛川地域ＳＮＳ・静岡県）
かちねっと（葛飾地域ＳＮＳ・東京都）
さんむＳＮＳ（山武地域ＳＮＳ・千葉県）
モリオネット（盛岡地域ＳＮＳ・岩手県）
愛っち！（春日井地域ＳＮＳ・愛知）
あついぞhotコム（熊谷地域ＳＮＳ・埼玉県）
南房総わんだぁらんど（南房総地域ＳＮＳ・千葉県）
わいわｅネットさかい（坂井地域ＳＮＳ・福井県）
してみっか（上五島地域ＳＮＳ・長崎県）
まつえＳＮＳ（松江地域ＳＮＳ・島根県）
おらほネット（信州上田地域ＳＮＳ・長野県）
桐生ＳＮＳ（桐生地域ＳＮＳ・群馬県）　
　　そんな中、まず全国的な動きとして発生したのが、地域SNS連携プロジェクトです。運営企業の中には、ベンチャー企業も多数含まれています。普段から相互に交流があり、全国フォーラムも、2004年に熊本県八代市で始まり、2007年8月の兵庫大会からは、定期的にほぼ半年毎に開催され、震災発生直前の今年3月に第8回が福井県坂井市(東尋坊で有名です)で開催されました。毎回多数の参加者が全国から集まり、活発な議論が交わされています。その中でも、震災発生から僅か2時間半後の16時21分に支援を表明した福岡県久留米市の「つつじネット」
　http://tsutsuji-net.jp/　を皮切りに多くの支援活動が個々に開始されました。それを一つの大きな活動に昇華しようと動き始めたのが、阪神淡路での被災経験者を多数擁する兵庫県の「ひょこむ」和崎宏代表　http://hyocom.jp/　です。ここでの私はIAI-J同様、一不良会員でしたが、その動きには当初から参画することとなり、現在では会計監査、並びに後方支援の参謀役を務めております。
　　このプロジェクトでは、現代の「村継ぎ」として、リレー形式で最も遠い拠点(SNS)からリレー方式で次々に荷を運ぶことにより、輸送コストの削減し(輸送費は次の拠点までの分だけ負担)、小規模SNSでも参加を可能にしたことと、応援のメッセージと復興への想いを次々にたすき/バトンとして繋いでいくという効果を狙ったものです。また、例えば私のように、所属SNSが遠方でも、近隣のSNSにて支援作業ができるという効果もありました(これは意図していませんでした)。既に新聞報道もされていますが

http://www.yomiuri.co.jp/national/news/20110327-OYT1T00310.htm?from=y10 
http://sankei.jp.msn.com/affairs/news/110406/dst11040600410002-n1.htm
運営についての調整や議論は、会計報告も含め、総て前述の「ひょこむ」の外部公開コミュニティという誰でも見ることができる掲示板でオープンに行われています。
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写真は中継点である東京都葛飾区の地域SNS「かちねっと」での光景。
メールマガジンでは見えないと思いますが(IAI-Jのサイトでは閲覧可能かもしれません)一番左の横断幕は出発点である尾道で製作され、その後、中心の文字部分には関係者の署名が、余白には激励メッセージが、尾道→姫路→愛知県春日井→静岡県掛川→葛飾で書き加えられ、トラックの荷台に取り付けられ、最終目的地の盛岡へと向かいました。他のSNSは中継地点に支援物資を運び、中継地点SNSメンバーと共に輸送隊を見送っています。中継地点からも遠いSNSは、独自に輸送経路を確保しています。途中で車両とクルーは交代しておりますが、それでも、積み替えの手間や、ドライバーの確保といった問題から、RV車は姫路(加古川)から、トラックは春日井から同一車両です。ドライバーも交代要員を各1名補充しただけ。最初は、ドライバーだけでも拠点で全員交代予定が、日程(ほぼ平日)や、車輌保険の問題もあり、こうなってしまいました。
４．設計と実施

　　実施にあたり、まずプロジェクト全体の設計作業から開始しましたが、その際に参考にしたのが、まさにベンチャー企業の経営です。まず、設計方針を以下に示します。

　・継続性を重視：一過性に終わらせない←ｻﾘﾝ事件で記憶から追いやられた阪神淡路の教訓
　・負担の公平感：「数字として正しい」ではない

　・適度な負担感：多少汗をかかないと参加意識をもてない

　・最終的な収支ではなく、資金繰りを重視

　・参加SNSの段階的な拡大：最初はコアを固めて、後に拡大

　・参加メンバーに「プロ」としての力を発揮できる環境を提供する

これらの方針に従って、設計した項目を以下に示します。

　・継続性を重視→負担の集中の是正

　・負担の公平感→集めた物資に応じた経費負担(一箱千円)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑

　　ＳＮＳによって、会員数も経過年数も異なり、またコアメンバーも異なる
　　　　　　　頭割りでは新興・小規模SNSに過度の負担感
　・適度な負担感→上記

　・資金繰りを重視→「ひょこむ」が全経費を即時支払い、は経費清算後に各SNSへ通知、徴収

　　　　　　　　　　　　　初期段階で手元資金を厚めに確保

　・参加SNSの段階的な拡大→山武をテストランと位置付け、盛岡で実績

　　制度設計段階から、外部公開掲示板でオープンに議論→参加希望者も事前に議論が追える
なお、今回は緊急実施のため、典型的な「走りながら考える」形となり、積み残した課題もありました。例えば
　・安全確保：余震が続き、高速道にも10ｃｍ程度の段差、最終が深夜の長距離となった

　　　　　　　　　→中間集積地/前進基地設置で調整中

　・ドライバー確保：平日ということもあり、少数で回すこととなりｍ最長は約1100km:60歳の女性

　　　　　　　　　　　　→関東地区での車輌とドライバー確保への調査開始

これらは次回に向けて対策を検討中です。一方、良かったことは

　・資金：初期費用で2回分の運送費を予め確保でき、次回以降の目処も立てられた。
　　　　　これは緊急物資車輌認定で高速道路無料となったことが大きい←プロの仕事

　・出発時に数少ない明るい話題として新聞報道され、地域SNSの認知度が向上した上に

　　仕分け作業に親子で参加した家族は子供から尊敬されるようになったそうである。

　・次回に向けた議論が現在進行形で続いており、記憶の風化から逃れられる見込み

　・到着時の様子もSNSで公開され、喜ばれたことをリアルタイムで感じることができ、予想外に

　　モチベーションが向上した。

・ベンチャー/個人の推進力と組織人の計画力/根回しといった地味な作業が上手くかみあった。

伊達にベンチャーに関わっていなかったことが、ある意味証明されました。

５．今回学んだこと

では、今回の私の学び：気付きを以下に示します。ベテラン諸氏におかれましては、今更の事項もあるかと存じますが、御一読ください。
(1)自分の役割

　　情報の集積点、異なる組織の仲介/調整役、環境整備係、組織運営者。
こちらから、特に意識しなくても、自然に席が用意されている感じです。難点は「あいつに投げておけば、どこかに回してくれるだろう」と思われているらしく、半端ではない量の情報が殺到することと、OnlyOneに近いため「逃亡」できないことです。この場合、情報ステーション≒司令スタンドなので、プレッシャーも同時に受けることとなります。まぁ、本来個人レベルですることではないと思いますが、他に充分機能している機関が少ないので仕方ないかと自分を納得させてはおりますが、健康管理には普段以上に気を遣いました。
(2)自分の周囲

　　評論家より実践者が多いと改めて感じました。人に文句を言う暇があったら、自分の手を動かす、ドクターストップ寸前まで、とにかく働く(既にドクターストップ対象者有)。周囲が過労を心配して止めても動く。周囲も自然と付いていく。自分より他人思考。とにかくハートが熱い。前例があろうが無かろうが、とにかく「やる」。いやもう見ていて呆れるくらい「熱い」です。ただ、この状態はカウンセラーによれば「やれる立場にあるのに動かない人達への怒り」が原動力になっている場合が多く、その場合、「手を抜くと、怒りの対象者と同列になってしまう」ために極限まで頑張ってしまうことが多いので、大変危険な状態だそうです。私も本来は同じように動く人間であるにもかかわらず、止め役になっており、これはこれで自分の性格と正反対のことをしているため、多大なストレスを溜め込む一因となっています。
(3)結局最後は人

　　ICT:IT+通信　技術の発達で、従来は組織でなければできなかったことが「個人＋急ごしらえの人間集団」でできるようになったと、今回特に感じました。むしろ、組織の看板を背負う人の方が、その看板に潰されて動けなかったような印象です。とは言え、根底にあるのは、普段からの人付き合いや結び付きでした。地域SNSの管理人も全国フォーラム等で相互に対面しているからこそ信頼関係が生まれ、物資や資金のやり取りができるのです。
地位があっても、普段偉そうにしていても、動けない人、敵前逃亡する人、何も声さえかけてもらえない(誰からも期待されない)人がいる一方で、皆から心配されて、応援が集中する人もいる。

こんな時には「人間力」が残酷な程に明確になってしまうものだと感じました。

(4)女性パワーは凄い

　　風評被害まで発生し、5重苦といわれた「福島県いわき市」では「いわきテレワークセンター」社長の会田和子さんが「被災地福島復興支援元気になろう」事務局を設置して頑張っています。

市そのものでの被災者に加え、原発周辺からの避難者も流入した白石市では、元長野オリンピック統括(IOCへ出向)の麻生菜穂美さんが陣頭指揮をして、自ら被災者でありながら、他の地域からの被災者もまとめて支援しつつ踏ん張っています。また、今回の地域SNS連携事業で最長距離のドライバーは兵庫県加古川市と岩手県盛岡市を往復した60歳の女性でした。男だけなら勢いで無茶する場合もあるので、こちらとしてはありがたかったのですが、何せ片道の高速道路だけで1090kmですから、昨晩無事帰還の連絡が来るまでは冷や汗ものでした。報告によれば、高速でさえ、10cmや15cmの段差は当たり前のようにあったそうです。
(5)個人集団と組織人のコラボの有効性

　　今回、ベンチャーやNPOが正面を引き受け、兵庫（ひょこむ管理人の和崎氏）と私で、それをバックアップするという体制を組みました。ベンチャーやNPOという組織よりも個人を前面に出す集団は推進力、瞬発力は凄いです。しかし、持続力とか、根回しは不得手というか、あまり考慮する必要が無いと思う傾向があるようです。今回、受入れ側の岩手県については、私から県知事に一報を入れました。こんな時「私は聞いてない」の一言が怖いので。岩手県との付き合いは長く、岩手県立大学学長時代の西澤潤一さんには2001年に横浜と大阪で、知事前任の増田さんにも、2007年の総務大臣就任直前にIAI-Jも協賛したシンポジウムのパネラーを御願いしています。なお、前章でも述べましたように、今回のオペレーションでは、ベンチャー経営に触れた経験が役立っています。

(6)当分引退は無理か

　　ベンチャーやNPOという組織よりも個人を前面に出す集団と組織人は水と油のように発想から行動原則まで異なります。従って、その仲介ができる人間は、まだまだ少数派なのが現状です。1997年に日本ベンチャー学会のイノベーション研究部会の幹事を委嘱されたのを皮切りに、現在は技術系、経営系各2学会の役職を任され、また、例年シンポジウムを企画、開催して参りました。都合15年間。もう「お役ゴメン」かと思っておりましたが、震災の復興が一段落するまで、当分引退は無理かもしれません。No.1<Only1みたいな歌がありましたが、ありゃ嘘だと思いました。No.2がいれば、いざという時「逃げる」という選択肢がありますが、Only1では逃げれば、全体が止まってしまう。本当に「逃げる」かどうかは別にして、その選択肢があるのと無いのとでは、心理的には天と地ほどの差があります。一方で今回嬉しかったのは、かつての被災地の方々が、「受けた恩は倍返し」の意気込みで支援の中心を自ら担ってくださったことです。被災経験があるだけに、「何が求められているか」そして何より「何をしたらいけないか」を熟知しておられるので、こちらも安心ですし。災害列島の日本で、正のスパイラルが続いていくのを楽しみにしています (災害発生を願うという意味では勿論ありません)。
６．最後に

　　私の社会人生活の振り出しは「技術者」で、現在もある意味そうなのですが、その技術者感に大きく影響しているのが、司馬遼太郎氏の「花神」です。これは明治維新に参謀長として辣腕を振るった村田蔵六、後の大村益次郎を題材にしたもので、表題は「花咲爺さん」の意味です。全体のトーンとして村田蔵六は「技術者」として描かれ、「技術者」は「花咲爺さん」と同じく、用が発声すると舞台に招かれ、それが済むと退場する(させられる?）というものでした。実際に村田蔵六も戊辰戦争が終わり、後の西南戦争を予期した備えを終えると落命という形で舞台から去っていっています。

　　私の場合、衛星通信という本業で１度目、起業や地域情報化を主軸とした地域活性化で２度目の舞台があり、それもそろそろ終わって退場を待つ身と考えていました。予期せぬことに２度目の舞台の幕引きの前に３度目の舞台に座らされていたという感覚です。１度も舞台に登場できずに終わる技術者の方が多いのに、３度も呼び出しを受けるのは、心身共に大変ではありますが、技術者としては被災者の皆様には申し訳ないのですが大変ありがたいことなのかもしれません。

　　また、カウンセラーによれば、私の人生のテーマは「頑張っている人や地域の支援」＋「引継ぎ」だそうです。今回の村継ぎプロジェクトは、まさにこのテーマに沿ったものと言えましょう。そして嬉しいことに、かつての被災者が中心になって、今回の支援の中心を率先して担っていることです。盛岡向けは阪神淡路経験者が中心(参加SNSの1/3が兵庫県)、また、千葉県山武市からは、津波の後始末用に吸水性の優れた古タオルのリクエストがありましたが、これは一昨年の台風９号で洪水の被害にあった兵庫県佐用町に皆で集めた古タオルが、そっくりそのまま引き渡されました。これが今回のプロジェクトのテストラン機能を果たしてくれました。そして山武自体も盛岡への学用品拠出元の一つとなってくれています。これって大変ありがたいことで、何が必要とされ、何が不要か熟知しておられ、また、被災者の身になって考えられるので、「くずのようなボロ着を送ったり」、「来てやったのに仕事は無いのかと大声で言う」ような「モンスターボランティア」も発生しようが無いですから。
　　今後１０年、人々の関心が薄れないように努力しつつ、救援、復旧、復興といったステージに適応して村継ぎプロジェクトも変革し、継続できるよう、また、被災地が次の救援の中心になるという正のスパイラルを拡大できるよう、バックアップ、お手伝いできれば嬉しく思います。
７．輔弼

　ＧＷを利用して、現地調査のため、東北３県を歴訪しました。

泊まった宿のご主人に言われました。「何故、自分の身体を痛めつけてまで、苦労を背負い込むのか?」と。そこで考えたのは、子供の頃のことです。私が幼少の頃は川崎病(喘息)が猛威をふるっていた時期であり、事実小学生の時、亡くなった同級生もおりました。

昨日と今日の延長上に明日があるのではない、明日という日が突然消えることもあるという根底の死生観が、被災地の方々と共鳴しているのかもしれません。

一期一会、それが文字通りのこととなることも当然視野にはいってきますし、瞬間瞬間が貴重なのです。その分、長期戦略に欠ける部分が出てくる反面、バトンを渡すことが常に念頭にあります。

なお、被災地からの通信の切り札となった衛星携帯電話には、筆者の特許やノウハウが詰め込まれています。

社会人となってからの各段階：研究所技術者、地域情報化/地域活性化、マネジメントと総ての段階での成果が役立っているのは、恐らく稀少な存在かと思われ、望外の喜びです。

被災地での経験が多いだけに、地元の商店と競合してはいけないとか、観光のために安全性を強調すると支援が来なくなる恐れがあるなどと、いろいろ考えてしまいますが、先は長いです。息切れせぬよう、(助けるのではなく)共に歩んで参りましょう。
以上
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